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当メールニュースではイベントのお知らせや公募情報等、 

産学連携に関する情報をお流しいたします。 

会員の皆様への情報の配信をご希望の方は、news@j-sip.org 

あるいは産学連携学会事務局（j-sangaku@j-sip.org) までお寄せください。 

バックナンバー：http://www.j-sip.org/mail_news.php 

 

 

[[[[ ヘッドライン ]]]] 

――――――――――――――――――――――――――――――――― 

  

【東北・北関東支部】産学・地域連携セミナー   

 

――――――――――――――――――――――――――――――――― 

近年、人工知能（AI）やビックデータ、再生可能エネルギー、ヘルスケア、 

ロボット等の新たな技術知識が、我々の日常生活の中に浸透するにした 

がって産業界はもとより行政機関の抱える技術課題や行政課題も複雑かつ 

高度化してきており、従来以上に産学官連携による課題解決が重要になって 

きている。 

そこで、本セミナーは、大学や企業における取組みを振返りながら産学官 

連携の問題点や課題を明らかにし、産・学・官各セクター間の知識フローに 

関して理解を深め、産業の高度化やイノベーション創出へのヒントを得る 

ことを目的に開催する。 

 

              記 

 

・日  時：平成 31年 2月 8日（金）  14時 30分～17時 00分 

 

             交流会  17時 30 分～19時 00 分 

 

・場  所：郡山商工会議所会館 6Ｆ 中ホールＡ 

 

      福島県郡山市清水台 1-3-8 TEL024-921-2638 



 

・受 講 料：無 料 

 

・参加人数：100名 

 

・プログラム 

 

１．基調講演 14：30～15：20（50 分） 

 「産学連携による地域活性化～支援制度と橋渡し人材の活用」  

      科学技術振興機構 産学連携展開部 地域イノベーショングループ  

      産学連携フェロー 二階堂 知己  

 

２．講 演 15：30～17：20（発表 15 分 質疑 5 分） 

 

 （大 学）15：30～16：30 

 (1)「ふくしまイノベーションコースト構想」 福島大学 教授 小沢 喜仁 

 (2)「みちのくコンソーシアムと地域活性化」 山形大学 教授 小野寺 忠司 

 (3)「東北大学 NICHeの取組み」        東北大学 教授 長谷川 史彦 

 

 （企 業）16：35～17：15 

 (4)「マッスルスーツや医療用３Ｄ-ＡＲシステムの開発」 

   (株)菊池製作所ものづくりメカトロ研究所 所長 一柳 健 

 (5)「産学連携による透析用水素濃度モニターの開発」 

   (株)ピュアロンジャパン 取締役 プロダクトマネージャー 大井 貴史 

 

３．交流会 17：30～19：00 

   場所 中国料理 珍満 郡山市駅前 2-7-19 TEL 024-932-5111 

  会費 4,000 円 

 

４．参加申込み 

  締切  ：平成 31 年 1月 31 日（木）まで 

  申込方法：以下の必要事項を、FAX または E-mailで下記あてにお送りください。 

       ①参加者名 ②ご所属 ③所在地（電話、FAX も）④交流会参加の有無  

  申込先 ：福島大学地域創造支援センター大越、丹野、平渡、本田 

       〒960-1296福島市金谷川 1 番地 

         TEL 024-548-8012  FAX024-548-5209 

         E-mail：ura@ipc.fukushima-u.ac.jp 

             

  

                                                             以上 


